
催し物

　ロゲイニングとは地図を元
に、時間内にチェックポイントを
回り、得点を集めるスポーツで
す。チームごとに作戦を立て、チ
ェックポイントでは、見本と同じ
写真を撮影します。チェックポイ
ントの数字が、そのまま得点と
なり、より合計点の高いチーム
が上位です。
と　き　3月1日㈰8時30分～
12時30分（受付7時45分～
8時30分）
集　合　ホンダアクティブラン
ド体育館
チーム　1チーム2人～5人(先
着順)
〇ファミリーの部：定員100チー
ム、小学生以下と18歳以上
の方それぞれ1人以上必要
〇一般の部：定員40チーム、
中学生以上
参加料　高校生以上1人：
　500円、小中学生1人：300
　円、未就学児：無料（申込時
に支払い）
持ち物　スマートフォン（LINE
を使用）、飲み物、雨具（少雨
対策） など
申込み　2月19日㈭までに、申
込みフォームで

ところ　AGF鈴鹿体育館
※申し込みなど詳しくは、市ウェブ
サイトをご確認ください。
◆鈴鹿市9人制バレーボール
大会（女子）

と　き　3月1日㈰
◆鈴鹿市ソフトバレーボール
大会（トリム、女子）

と　き　3月15日㈰

スポーツ課　382-9029 　382-9071

すずかロゲイニング

スポーツ課　382-9029 　382-9071

バレーボール大会
参加チーム募集

スポーツ課　382-9029 　382-9071

ハンドボール
「三重バイオレットアイリス」

を応援しよう！ 

　ホームゲーム第7戦は、「三
重県人権デー」として開催し、
三重県人権啓発活動ネットワ
ーク協議会と連携協力して啓
発活動を行います。人権イメー
ジキャラクターの“人KENまも
る君”“人KENあゆみちゃん”、
三重県人権センターマスコット
キャラクター“ミッコロ”も登場
します。
と　き　2月27日㈮18時45分
　から　
ところ　AGF鈴鹿体育館
対戦相手　ブルーサクヤ鹿児
島
◆2階自由席、大人ペア来場
者は無料観戦可能
　受付で「広報すずかを見た」
と伝えてください。
詳しくは三重バイオレットアイリ
スウェブサイトをご覧ください。
※2階自由席は学生（未就学児～
高校生）無料
問合せ　三重花菖蒲スポー
ツクラブ事務局（　372-
　2244)

申込み
フォーム

三重バイオレット
アイリスウェブサイト

市ウェブサイト
（ページ番号
 1012962）



と　き　3月15日㈰10時出発
式(受付9時30分から)
集　合　矢田部公園（市役所
西側）
種　目　一般向け8km、ファミ
リー向け3km
参加料　1人300円（小学生
以下無料）
参加賞　お茶、粗品 など
定　員　200人程度（先着順）
申込み　2月27日㈮までに、申
込みフォームで

ところ　鈴鹿工業高等専門学校
受講料　無料（別途傷害保険
料50円）
申込み　2月6日㈮から24日㈫ま
でに、鈴鹿高専ウェブサイトで

※応募多数の場合は、主催者側で
調整する場合があります。
問合せ　鈴鹿工業高等専門学校
(　368-1717　chiiki@jim.
　suzuka-ct.ac.jp)
◆3Dプリンターでオリジナ
ルキーホルダーを作ろう！
対　象　中学1・2年生
と　き　3月28日㈯9時～12
時、13時30分～16時30分
定　員　各回20人
◆楽しい電子回路工作-発光
ダイオード(LED)による電
子オルゴール
対　象　中学1・2年生
と　き　3月27日㈮・28日㈯9
時30分～12時、13時30分～
16時（全4回）
定　員　各回20人
◆マイコン電子制御
対　象　小学6年生、中学1・2
年生
と　き　3月26日㈭9時～16時
定　員　40人

と　き　2月28日㈯10時～
16時
ところ　ハヤシユナイテッド文
化ホール鈴鹿（文化会館）
講　師　講演：松永拓也さん
（(一社)関東交通犯罪遺族
会（あいの会）副代表理事）、
トークショー：SHELLYさん
（タレント）
定　員　350人（申込み多数
の場合は抽選）
参加料　無料
申込み　2月19日㈭までに、申
込みフォームで
問合せ　(公社)みえ犯罪被害
者総合支援センター
　（　059-213-8211）

　日記を「人に読まれるエッセ
イ」にするコツを、郷土作家中
條ていさんと対話しながら学び
ます。
対　象　市内在住の中学生
以上で、日記を元にエッセイ
を書いてみたい人
と　き　3月1日㈰13時30分～
15時

ところ　図書館本館2階 視聴
覚室
定　員　30人（先着順）
参加料　無料
申込み　2月11日（水・祝）9時
から19日㈭19時までに、直
接図書館本館窓口または申
込みフォームで

鈴鹿高専
春季ものづくり体験教室
総合政策課　382-9038 　382-9040

犯罪被害を考える県民の集い
交通防犯課　382-9022 　382-7603

申込み
フォーム

鈴鹿高専
ウェブサイト

申込み
フォーム

第3回鈴鹿ワンデーウオーク
参加者募集

スポーツ課　382-9029 　382-9071

郷土作家中條ていさんと
話そう！書こう！～日記が
エッセイに生まれ変わる～

ちゅうじょう

図書館　382-0347 　382-4000

申込み
フォーム

まつ  なが   たく    や



たりしてみましょう。
対　象　がん患者、その家族
と　き　2月27日㈮13時30
分～15時
ところ　保健センター2階
参加料　無料
申込み　電話またはファクスで
三重県がん相談支援センター
（　059-223-1616、
　　059-202-5911）へ。
※当日参加もできます。
※感染症や悪天候などで中止にな
る場合があります。事前にご確
認ください。

対　象　こども食堂の立ち上
げを考えている方、手伝いた
い方、関心のある方 など
と　き　2月25日㈬10時～
11時30分
ところ　市役所別館第3　
　2階 北会議室
内　容　こども食堂の始め方
や運営の留意点、実際に運
営している方との交流
定　員　25人（先着順）
参加料　無料
主　催　すずっこ食堂ネットワーク
申込み　2月6日㈮9時から20
日㈮までに、申込みフォームで

　がん患者の皆さんの交流、情
報交換の場です。同じ病気の
方の話を聞いたり、悩みを話し

申込み
フォーム

こども食堂開設講座
こども政策課　382-7661 　382-9054

がん患者と家族の
おしゃべりサロンin鈴鹿
地域医療推進課　327-5030 　384-5670



有 料 広 告

※「広報すずか」の発行経費の一部
に充てるため、有料広告を掲載してい
ます。内容に関する責任は広告主に
帰属します。
※有料広告掲載に関するお問い合わ
せは、情報政策課（　382-9036）へ

スポーツの杜鈴鹿「短期教室」
「通年教室体験会」
参加者募集 

三重交通Gスポーツの杜鈴鹿
  　372-2250 　372-2260

短期教室
申込みフォーム

教室名

はじめての
ピラティス

18歳以上
の方 3月5日㈭ ヨガマット

対象 日程 ところ 定員 持ち物参加料
(税込)

1,100円

ヨガマット

室内シューズ

きほんのヨガ 18歳以上
の女性

18歳以上
の方

3月11日㈬

3月17日㈫

1,100円

はじめての
腸活ヨガ 1,100円

ウォーキング
エアロ 3月23日㈪ 1,100円

運動と英語の
ジーウィー

未就園児
（０～3歳）
と保護者

3月10日㈫
水泳場
会議室

水泳場
スタジオ

1,450円

教室名 対象 日程 時間 ところ 定員 持ち物

ヒップホップ16:30クラス 年長～小学生

18歳以上の方

室内シューズ

ヨガマット

16時30分～
17時30分 各5人

各5人18時55分～
19時55分

水泳場
スタジオ

ベーシックヨガ

申込み　2月9日㈪から、直接
水泳場窓口または短期教室
申込みフォームで
問合せ　SSGスポーツクラブ
(　392-7071 平日9時～20
時) 

3月5日・12日・
19日（各木曜日）

3月6日・13日・
27日（各金曜日）

15人

15組

15人

15人

20人

◆通年教室体験会　
参加料　1人1回のみ無料

◆短期教室 　
時　間　11時～12時 



　申込みフォームで

　女性ホルモンの分泌が急速
に減少する更年期は、心身の
不調が生じやすい時期です。女
性特有の病気とその予防方法
を学び、健康的なからだづくり
をはじめましょう。
対　象　市内在住の30歳～
59歳の女性
とき・内容
〇講義編：3月11日㈬10時～
11時30分：助産師による更
年期や女性の健康について
の講話・簡易骨密度測定、
骨折危険度チェック
〇運動編：3月16日㈪10時～
11時30分：運動体験（骨盤
底筋体操、不快症状（冷え性
など）改善のための運動）
ところ　保健センター
定　員　20人（先着順）
参加料　無料
申込み　2月12日㈭から、電
話で地域医療推進課または
申込みフォームで

　認知症サポーターからさらに
ステップアップしてより知識を深
める講座です。受講後、チーム
オレンジ鈴鹿の活動ができます。

と　き　3月1日㈰14時～15時
30分（受付13時30分から）

ところ　鈴鹿医療科学大学
附属 桜の森病院 多目的ホ
ール（南玉垣町7300-1、駐
車場あり）
内　容　自分らしく生きるため
に、また、家族のために、人生
会議について分かりやすくお
話しします。あわせて、カード
を使って「もしもの時」のこと
を考える方法を紹介します。

※講座終了後、希望者は病院見学
ができます。
定　員　30人（先着順）
参加料　無料
申込み・問合せ　2月24日㈫
までに、電話で鈴鹿医療
　科学大学附属桜の森病院
　（　340-7411 平日9時30分
～17時）へ

　いろいろな動作を通して、心や
体の緊張を程よくほぐしましょう。
対　象　市内在住の方
と　き　3月5日㈭10時～11
時30分
ところ　保健センター 
内　容　公認心理師・臨床心
理士による講話と体験 など
定　員　30人（先着順）
参加料　無料
申込み　2月12日㈭から、電
話で地域医療推進課または

市民公開講座
元気な今だから話してみよう
あなたらしく生きるための

人生会議
地域医療推進課　382-9291 　384-5670

こころの健康セミナー
「臨床動作法（健康
動作法）で、こころと
からだを整えましょう」

地域医療推進課　327-5030 　384-5670

美シリ（知り）メイク講座
～更年期を上手に
乗り越えるために～

地域医療推進課　327-5030 　384-5670

申込み
フォーム

申込み
フォーム

認知症サポーター
ステップアップ講座

長寿社会課　382-9886 　382-7607



◆3Dエクササイズ
　「いつでも、どこでも、だれで
も」（3D）をコンセプトにしたエ
クササイズです。
対　象　中学生～65歳
と　き　3月7日㈯10時～11
時30分、14時～15時30分
定　員　各20人(先着順)
料　金　1,200円
◆花よりノルディックウォー
キング
　通常のウオーキングよりポー
ルを使って運動効果を高めます。
対　象　中学生～65歳
と　き　3月20日（金・祝）9時
30分～12時

定　員　20人(先着順)
料　金　2,200円
※詳しくは、スズカト体験Instagram
をご覧ください。

受講料　無料
申込み　2月27日㈮まで(必
着)に、履歴書を直接または
郵送で伊勢型紙技術保存
会事務局(文化財課内)(〒
513-8701 住所不要)へ

※後日選考会がありますので、申
込者に直接連絡します。
※養成講座の見学を希望する方は
事務局（　382-9031）へご連絡
ください。

と　き　2月21日㈯14時から
（受付13時40分から）
ところ　考古博物館 講堂
講　師　原田憲二郎さん（奈良
市埋蔵文化財調査センター）
定　員　50人（先着順）
聴講料　無料
※参加者は、当日のみ常設展を無
料で観覧できます。
申込み　当日窓口で

※チームオレンジ鈴鹿とは、近隣の
認知症サポーターがチームを組
み、認知症の人や家族に対して
早期からの地域支援などを行う
取り組みです。
対　象　市内在住・在勤・在
学の「認知症サポーター養
成講座」を受講済みで、全2
回の講座を受講できる方
と　き　2月19日㈭9時30分
～11時30分、3月5日㈭9時
30分～12時
ところ　社会福祉センター2階 
大 会 議 室（神 戸 地 子 町
383-1）
講　師　真鈴川聡さん(ますず
がわ神経内科クリニック 院長)、
山路由実子さん(鈴鹿医療科
学大学看護学科 准教授)
参加料　無料
定　員　30人程度（先着順）
申込み　2月13日㈮までに、電
話で鈴鹿市社会福祉センタ
ーへ(　367-7770)

　「重要無形文化財」である伊
勢型紙製作技術の保存と伝承
に向けて、受講生を募集します。
対　象
○伊勢型紙製作技術を習得
し、技術を後世に継承させて
いく意気込みのある方
○35歳ぐらいまでで、年80回
実施される養成講座を継続
して受講できる方
○将来的に市内在住を見込め
る方
内　容　突彫、錐彫、道具彫、
縞彫、糸入れのいずれかの
技術の習得
指導者　伊勢型紙技術保存会 
会員
定　員　各技法若干名

　園内の湿地帯には、シラタマ
ホシクサなどの希少植物があ
り、環境を保全する必要があり
ます。影響が少ない冬季に、三
重県環境保全事業団の方の指
導を受け、草刈りや清掃、草の
搬出を行います。
と　き　2月21日㈯13時～
15時（小雨決行）
ところ　ダイセーフォレスト
　パーク 中央広場付近湿地帯
※受付事務所前に集合してください。
定　員　20人程度(先着順)
服　装　長靴・動きやすい服
装（汚れてもいい服装）
申込み　直接、電話またはファ
クスでダイセーフォレストパ
ーク受付事務所へ

博物館入門講座
第2回「瓦を学ぶ

～奈良の都の重圏文～」
じゅう  けん   もん

考古博物館　374-1994　 374-0986

湿地帯保全活動
ボランティア募集
ダイセーフォレストパーク
　378-2946 　378-9809

伊勢型紙技術保存会
伝承者養成講座

文化財課　382-9031　 382-9071

3月のスズカトイベント
スズカト　378-9811　 378-9809

スズカト体験
Instagram

ま  すず がわ さとし

やま   じ   ゆ    み   こ

つき ぼり      きり  ぼり      どう  ぐ  ぼり

しま ぼり

はら  だ  けん  じ   ろう



　学校給食は、教育活動の
一環として位置づけられて
おり、成長期にあるこどもた
ちの心身の健全な発達に欠
かせないものです。
　本市においては、学校給
食を利用する児童・生徒の
保護者の皆さんに、学校給
食費を負担いただいており
ます。
　学校給食を利用するご家
庭によっては、経済的な理由
などにより、学校給食費のお
支払いが困難な場合もあり、
ご相談の際にさまざまな支
援制度（学校教育課所管の
就学援助制度、こども育成
課所管の副食費免除制度
など）をご案内しています。
　また、本市の幼稚園およ
び小・中学校には、外国籍
の児童・生徒も多く在籍して
いることから、保護者の方へ
は、母国語に応じた通知文
や三者通訳サービスを活用
し、円滑なコミュニケーション
を支援するなど、全ての方
にわかりやすくご理解いただ
けるように努めています。
　どのような環境にあるか
に関わらず、学校給食を通
して、栄養バランスの取れた
食事と食育の機会を提供で
きるよう支援の取り組みを
進めています。

学校給食費に関する
支援について

教育総務課

人権政策課

382-7617　 383-7878
 kyoikusomu@city.suzuka.lg.jp

382-9011　 382-2214
 jinkenseisaku@city.suzuka.lg.jp


